
 

概要の説明 
マイクロクレジット（ファイナンス）に
ついて簡単に紹介し、これらについて深
掘りする授業を⾏うことを伝達する。 
 
 
 
 
 
テーマについての簡単な理解 
今回のテーマであるマイクロクレジット
（ファイナンス）について、あらためて
その仕組みを詳しく解説する。 
 
 
 
 
 
疑問の書き出し 
マイクロクレジット（ファイナンス）に
関して、まだ説明されていないことで疑
問に思うことを考えつく限り挙げさせ、
その中で最も興味のあるものを 1 つ選ん
でもらう。 
 
 

【公共】 

〜ClassPad.net の同時編集機能・リンクふせんを活⽤する〜 

マイクロクレジットの仕組みと、その詳細を理解する探究授業 
貧困撲滅や格差解消などの国際的課題について、⾃主的に考える。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テキストふせんにより定義の説明を
するとともに、仕組みを図⽰したも
のをファイルふせんにして提⽰す
る。 
 
 
 
 
 
⽣徒から挙がった疑問点 1 つにつき
1 枚のテキストふせんを教員側で⽤
意し、授業⽀援機能で送信する。⽣
徒には新しいデジタルノートを作ら
せ、受信したテキストふせんをそこ
に配置し、調べた回答を書くものと
して利⽤してもらう。 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：⾦融についての基礎知識をもとに、マイクロクレジット(ファイナンス)の概要を

押さえ、貧困撲滅と格差解消に向けた解決策のあり⽅について考えさせる。 
⽣徒向けの⽬標：貧困撲滅や格差解消に向けた国際的な取り組みや背景について詳しく理解する。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・⽣徒の理解促進  ：重要語句や内容の閲覧が容易で、思考⼒を養う時間をより多く確保することが

できる。 
・⽣徒の思考⼒アップ：さまざまな資料の参照や集約、共有が容易になることよって視覚的にイメージ

を膨らませ、紙⾯のノート以上の情報量をもとに学習を進めることができる。 
・個別最適学習の促進：各⼈の所有画⾯上でデータや資料などを、より詳しく確認、考察できる機会が

提供されることで、その後の個別学習への応⽤が期待される。 

step1 

step2 

step3 



個別に情報収集 
⾃分の選んだ疑問に関して、Web 検索や
EX-word 機能などを⽤いて情報収集させ
る。代表的な疑問としては、 
・誰（どこ）が考え出したのか。 
・始められた背景や⽬的。 
・どんな⼈が利⽤しているか。 
・どれくらいの⼈が利⽤しているか。 
などが想定されるが、効果的な問いが浮
かばない⽣徒にはこのタイミングでサポ
ートしてやるとよい。 
 
 
 
 
 
簡易的な発表 
収集し、整理した情報をもとに、分かっ
たことや考えたことなどを発表してもら
う。この段階では、設定した問いに対す
る明確な答えを出せていなくてもよいも
のとする。その場合は、情報収集の中で
困っていることや、うまくいったことな
どを語ってもらうとよい。 
聞く側には随時メモを取らせるなどし
て、⾃⾝が情報収集やまとめをする上で
学べることを記録させたり、うまくいっ
ていない⽣徒へのアドバイスをしてもら
ったりする。 
 
 
 
宿題 
本⽇の授業内容を踏まえ、 
・マイクロクレジット（ファイナンス）

とは何か。 
・⾃分が設定した問いと、それに対する

回答にあたる内容。 
の 2 点を盛り込んで、新聞の社説⾵の⽂
章を書いてもらうことを宿題とする（社
会問題について問いを⽴て、取材し、そ
れらを記事という形で報道して完結する
という流れを、探究学習を通じて追体験
させるというねらいから、社説⾵とす
る）。 
社説がどのような⽂章か分からない⽣徒
が多い場合には、例となるものを配布す
るとよい。 
 
 
参考・補⾜ 
今回の授業内容を踏まえ、「仮に⾃分が
グラミン銀⾏からの少額の融資を受ける
とした場合、どんな事業を起こすか、そ
してその事業によって誰（何）に貢献し
たいか」を考えるという課題を付与す
る。これを考える際、「何ができるか」
よりも「何をやりたいか」という視点で
考え始め、そこから連鎖的に問いを⽴て
て考えるよう促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

収集した情報のまとめは、step3で作
成した新規デジタルノート上で⾏わ
せる。その際、Web サイトの URL
を貼り付けたリンクふせんや EX-
word ふせんなどを、デジタルノート
上に整理して配置させる。 
この後に⾏う簡易的な発表を⾒据
え、根拠から解答までが論理的にな
るよう、スライドショー機能で繋ぐ
順番に留意させる。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別途ご

購⼊いただくことでこの機能はご利⽤い
ただけます。 

 
 

 

発表には電⼦⿊板やプロジェクター
を利⽤し、スライドショー機能や⼿
描き機能などを活⽤するよう促す。 
うまくいっていない⽣徒へのアドバ
イスに関しては、⼝頭だけで伝えき
れなければ、リンクふせんを共有し
合ってもらうなど、サポートし過ぎ
にならない程度に情報共有させるの
もよい。 
また、⽣徒のデジタルノート URLを
回収し、フィードバックや評価に役
⽴てる。 
 
 
 
 
⽂章はテキストふせんに書いてもら
い、次回授業時までに提出するよう
促す。 
次回授業では、回収した⽂章を⼀覧
表⽰画⾯から電⼦⿊板やプロジェク
ターで 1 点ずつ投影し、教員が講評
を加えたり、最も良いと思われる⽂
章に投票させたりと、出来具合やク
ラスの状況に応じて⽤途を変えると
よい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
取り組ませる場合は、step4と同様に
デジタルノートにまとめさせて URL
を回収し、フィードバックするとよ
い。 
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